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研究成果発表のあるべき姿：
オープンサイエンス推進の潮流
オープンサイエンスのススメ
※公開にあたり著作権保護のため一部スライドを非表示または加工を加えるなどの変更を行いました。
出典：林和弘「オープンサイエンスの進展により変容する科学と社会」
第11回政策研究レビューセミナー 2018/12/11
１．オープンサイエンスの進展
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オープンアクセスから
オープンサイエンスへ
出典：内閣府報告書「我が国におけるオープンサイエンス推進のあり方について」（2015年3月）
1．オープンサイエンスの伸展
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2．学術論文のオープンアクセス（OA）の拡大
学術研究を進める上で、論文などの研究成果の発表とその活用は
欠かせません。かつては印刷された学術誌が情報流通の中心でしたが、
インターネットをはじめとするICTの発展に伴って、オンラインによ
る情報流通が可能になりました。
また、ジャーナルの購読料高騰の問題などもあり、世界規模で急速
に論文のオープンアクセス化が拡大しています。
こうした中、公的な研究資金による研究成果は、誰でも無料で見る
ことができるようにすべきという観点から、公的な研究助成を行う
ファンディング・エージェンシーの多くが、助成した研究成果につい
て、オープンアクセス（OA）を義務化・推奨しています。
オープンアクセス化は世界規模で拡大
出典：日本学術振興会 科研費サイト https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/08_openaccess/index.html 6
2．学術論文のオープンアクセス（OA）の拡大
論文のオープンアクセス化とは、簡潔に言うと、
誰でもWebを通じて無料で自由に論文へアクセスできるようにすること
◆機関リポジトリ（東北大学
ではTOUR）に著者最終稿
などを登録・公開
◆APC支払いにより即時公開
◆一定期間経過後に
無料アクセス可
出典：日本学術振興会 科研費サイト https://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/01_seido/08_openaccess/index.html
方法はふたつ
出版社サイトから セルフアーカイブ
※APC: Article Processing Charges ：OAで公開する場合、高額になることが多い
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2．学術論文のオープンアクセス（OA）の拡大
メリット
どこに居ても参照可能
検索がしやすい（速い・多様）
動画やデータも掲載・参照可能
論文掲載までのスピードが早い
研究成果の公開が早い
引用情報がリアルタイムで参照可
能（閲覧・SNSでの話題性も）
デメリット
高額である
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（3）東北大学所属研究者の論文公表
掲載数の多い雑誌 上位10誌（2016年）
1 Scientific Reports (Springer Nature)
2 PLOS ONE (PLOS)
3 Japanese Journal of Applied Physics (IOP Science)
4 Internal Medicine (日本内科学会)
5 Physical Review B (APS)
6 Journal of the Physical Soc. of Japan (日本物理学会)
7 Biochem. and Biophys. Res. Comm. (Elsevier)
8 Chemistry Letters (日本化学会)
9 Applied Physics Letters (AIP)
10 RSC Advances (RSC)
赤字はFull OA誌 ※Web of Science収録誌 9
3．Impact FactorとAPCの相関 ①TOP30誌
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日本からの論文掲載数トップ30のジャーナル
作成：東北大学附属図書館
※赤字はFull OA誌
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3．Impact FactorとAPCの相関 ②生命科学・神経科学分野の例
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※赤字はFull OA誌
BMC BIOL
Brain Res
CELL REP
CURR BIOL
eLife
ENDOCRINOLOGY
FRONT BEHAV NEUROSCI
FRONT NEUROSCI
Genes Brain Behav
HORM BEHAV
J NEUROSCI
NAT COMMUN
NEURON
Neurosci Lett
Neurosci Res
PLOS BIOL
PLOS ONE
PNAS
Roy Soc B
Roy Soc Open
Sci Rep
Science Advances
Zoological Letters
Genes to Cells
0
2
4
6
8
10
12
14
0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000
生命科学・神経科学分野
11
OA Journal Publisher: Public Library of Science (PLOS)
since 2001
12
著
者
出
版
社
論文投稿
読
者
査読
APC支払
ハゲタカ
ジャーナル
自由に閲覧
論文をウェブで公開
OA
ジャーナル
査読なし
新聞記事でも話題に
• 毎日新聞 2018/4/3
粗悪学術誌 ネットで急増
査読ずさん 掲載料狙いか
• 日本経済新聞 2019/2/7
粗悪な学術誌 横行
掲載料目当て、ずさんな審査
研究の健全性 損なう恐れ
• 読売新聞 2019/4/5
「粗悪学術誌」55億円支払い命令
適切審査なし 高額掲載料要求
米連邦地裁判決
出典：大野英男「（日本学術会議主催学術フォーラム）危機に瀕する学術情報の現状とその将来Part2（趣旨説明）」
4．ハゲタカジャーナル
5．契約モデル移行の試み ①OA2020
◆ OA2020：Max Planck主導
「購読料を支払って読む」モデルから「APCを支払ってすべてOAへ」
作成：国立情報学研究所 船守美穂准教授 14
5．契約モデル移行の試み ②OA2020（日本の場合）
◆日本の場合の試算：JUSTICE作成
作成：JUSTICE
15JUSTICE: 大学図書館コンソーシアム連合（国公私544館参加）
5．契約モデル移行の試み ③出版社との対立
朝日新聞 2019年5月9日朝刊
「高騰する論文購読料 ドイツでは大学が出版社と対立」より
エルゼビア上席役員
フォンヒンデンブルク氏
弊社には昨年だけで、180万件もの論文が投稿された。
もし価格に照らして価値がないと思えば、それほど多く
の数の論文が投稿されることはないだろう。
ドイツ大学長会議
交渉責任者 ヒプラー氏
キャリアのために論文を量産する行為が、結果として、
論文の出版が多すぎるという状況を生み出していると思
う。いまドイツの大学では、教授たちが出す研究出版物
の数を制限する取り組みを進めている。
野依良治氏
論文を指標にして研究者の評価を行う論文万能主義に
根本的な原因がある。評価のあり方の見直しに向け
て、学術界そのものが変わらなければならない。
5．契約モデル移行の試み ④海外の研究機関・大学の取組み
◆ 査読拒否
Finland：2700名を
超える研究者による
署名・査読拒否
UCLA：学内の教員
に査読拒否を要請
17
5．契約モデル移行の試み ⑥購読料と投稿料を合わせた契約へ
Read and Publishモデル：雑誌購読と論文OA公開の両方を含む契約
大学
購読料
APC
出版社
購読料
APC
研究者
研究助成機関など
補助
大学または
コンソーシアム
現状 Read and Publish
出版社
APC
APC
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出典：林和弘「オープンサイエンス政策の背景・狙いと各ステークホルダーの展望」
オープンサイエンスの推進に関する勉強会. 2019/10. 東北大学
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5．契約モデル移行の試み ⑦オープンアクセスメガジャーナル
20
5．契約モデル移行の試み ⑧非政府系研究助成団体が進める出版プラットフォーム
出典：林和弘「オープンサイエンス政策の背景・狙いと各ステークホルダーの展望」
オープンサイエンスの推進に関する勉強会. 2019/10. 東北大学
6．出版社の変容 ①研究フロー全体への関与
◆例：E社の業務展開
出典：国立情報学研究所 尾城孝一特任研究員、船守美穂准教授（一部改編）
出版社の主張：「今後も新しいサービスのための開発費が必要」
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E社からもう
逃れられない！
8．より良い研究成果公表の場の創出へ
例： プレプリントサーバによるOA
◆arXiv（1991-） ： 月に約10,000件増加: 東北大学も運営支援（30万円/年）
◆bioRxiv（2013-）： 月に約1,000件増加
◆engrXiv(2016-)、ChemRxiv（2017-）、medRxiv（2019-）、
ほかにも地域別・言語別の多くのプレプリントサーバが設置
※情報流通を重視する民間会社においては、この手法による公開が進んでいるとの報告も
プレプリントサーバ
の統合検索ができる
OSF Reprintsサイト
より
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ここ数年で変わってきたこと
• 雑誌のIFよりも引用数
• Top 10%, 1%, 0.1%論文
• プレプリントサーバの活用
• 即時OA
• SNSの活用
• 引用数を増やす
• 日本語での研究情報
• KAKENデータベース（OA）の充実
• データ管理としてのOS
• 研究不正対応の側面も
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11．いま、研究者自身に考えてほしいこと
本来は研究者のための A Circle of Gifts
研究者にとって、より良いかたちでのオープンアクセスの推進を
これらを実現するためのサステイナブルな学術情報発信はどうあるべき？
社会への貢献 Research Integrity
著者・読者
図書館 学会（出版社）
利用・提供 論文投稿
査読・編集
出版・配信収集・保存
出典：日本学術会議主催学術フォーラム「危機
に瀕する学術情報の現状とその将来」
（2017/5/18）
久留島典子「危機に瀕する学術誌：商業化・
電子化・オープン化に伴う諸問題」を元に編集
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